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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 5 16 10 14 4 9 8 17 6 0 0 1
33 * 1 4 1 8 4 6 5 1 0 1 3 1 0 0
34 * 2 3 5 5 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0
41 * 0 0 4 8 0 0 3 2 3 5 1 0 0 0
61 * 0 0 3 5 6 11 3 3 1 4 2 2 1 0
11 0 1 1 1 1 0 0 0 0 2 2 0 0 1 0
13 0 0 2 0 3 0 0 5 0 3 3 0 0 1 0
25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
29 0 0 2 2 6 4 7 0 0 0 0 0 0 1 0
30 0 0 0 0 4 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
51 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
4 12 21 57 25 40 22 16 17 33 14 3 4 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 2 2 5 1 2 3 1 2 3 1 0 0 0
15 * 0 0 5 13 1 4 5 1 1 2 1 1 0 1
37 * 0 0 12 24 3 8 3 4 4 8 1 1 1 0
60 * 0 0 0 9 1 2 5 2 1 3 1 0 0 0
76 * 0 0 1 3 0 0 2 1 2 3 0 0 0 0
2 0 2 4 0 1 2 5 4 0 1 1 1 0 0 0
12 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
14 0 1 2 0 4 3 5 0 0 0 0 1 0 1 0
18 0 0 0 1 2 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
24 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0
29 0 1 1 4 6 0 2 2 0 2 2 1 1 2 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
4 9 25 67 11 29 25 10 13 23 9 4 4 1
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田中 駿也 0 1
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サイモン オジュワン 20 36

谷本 真琴 16 19
瀬戸 将軍 9 39

AS ST BSTO

戦評
総括、リーグ戦11日目第3試合は個々が高い能力を揃え堅実なディフェンス、組織力を武器とする天理大学と、#0
田野、＃15谷口を中心にアップテンポなバスケットを展開する同志社大学との一戦となった。試合は序盤からお互
いのチームの持ち味を発揮し一進一退の均衡した状態で前半を折り返す。後半に入ってからも均衡状態は崩れず
延長戦にまで突入。ここで勝敗を分けたのはフリースローであり、結果的に要所要所での確率が高かった天理大に
軍配が上がった。
第1ピリオド、天理大#61新里の先制点で幕を開け、序盤は天理大が組織的な攻防を展開し先行することに成功す
る。対する同志社もアップテンポなオフェンスで応戦するもオフェンスリバウンドを許し苦戦、さらに終了と共に天理大
#11藤森のハーフコートショットが決まり17-11と天理大リードで第1ピリオドが終了。
第2ピリオド、同志社は最初のオフェンスで同志社#2荒谷が3Pシュートを沈め、ディフェンスからいいリズムを作り出
すと同志社#29川武のレイアップシュートで試合をイーブンに戻す。そこから同志社#29川武が引き続き連続して得
点すると、天理大#34谷本が連続得点で返し一進一退の展開に。終盤、同志社#37仲西の活躍で逆転に成功した同
志社が34-37とリードし前半は終了した。
第3ピリオド、序盤は前半の終わり掛けにエンジンがかかりだした同志社が先行し、同志社#0田野のフローター
シュートでファーストブレイクが決まり点差が9点に広がると天理大はすかさずタイムアウト。タイムアウト後も同志社の
リズムを断つことができず試合は進み46-52と点差は縮めたものの同志社優位のまま勝負第4ピリオドへ。
第4ピリオド、開始から両チームとも気迫のこもった攻防を展開しお互い流れを譲らない。だが天理大はじわじわと
追い上げていくと、天理大#6サイモンのフリースローにより同点に追いつく。だが残り27秒で同志社#2荒谷に対して
痛恨のファールでフリースローが与えられ、同志社#2荒谷はこれをしっかり沈め天理大はタイムアウト。タイムアウト後
のオフェンスでは天理大も天理大#33瀬戸がフリースローを貰い、これを意地で沈め再び同点に。その後の同志社
のオフェンスでは勝負がつかず65-65のスコアで延長戦に突入する。
延長1回目、同志社#2荒谷の先制3Pシュートでスコアが動くが天理大も天理大#6サイモン、#61新里らのフリース
ローが続き逆転、さらには点差を4点まで広げると同志社がタイムアウトを取得。タイムアウト後、同志社は#14高山が
3Pシュートを決めるが、すかさず天理大#33瀬戸が3Pシュートで返し天理大はリードを渡さない。ここから両チームと
もファウルがかさみフリースローが続くも天理大がリードを守りきり、79-73のスコアで天理大が勝利した。
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